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「怒りは限界を超えた」「海兵隊は撤退を」とメッセージボードを掲げ
て抗議する県⺠大会参加者＝１９⽇、那覇市 

め
に
は
、
米
軍
基
地
の
大
幅

な
整
理
縮
小
、
中
で
も
海
兵

隊
の
撤
退
は
急
務
だ
と
訴
え

ま
し
た
。
翁
長
知
事
が

「
今

日
は
大
き
な
壁
突
き
崩
す
決

意
の
日
」
と
し
全
力
で
頑
張

ろ
う
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し

た
。
大
会
決
議
に
は
日
米
地

位
協
定
の
抜
本
改
正
や
海
兵

隊
の
大
幅
撤
退
が
盛
り
込
ま

れ
ま
し
た
。 

県
民
大
会
に
呼
応
し
、
全

国
41

都
道
府
県
69

か
所
で

抗
議
集
会
が
行
わ
れ
、
国
会

前
で
の

「
命
と
平
和
の
た
め

の
国
会
大
行
動
」
で
は
１
万

人
が
集
ま
り
、
参
加
者
は
「女

性
の
殺
害
、
徹
底
糾
弾
」
「海

兵
隊
は
今
す
ぐ
出
て
い
け
」

と
コ
ー
ル
し
ま
し
た
。 

沖
縄
県
で
発
生
し
た
米
軍

属
女
性
暴
行
殺
人
事
件
に
抗

議
す
る

「
元
海
兵
隊
員
に
よ

る
残
虐
な
蛮
行
を
糾
弾
！
被

害
者
を
追
悼
し
、
沖
縄
か
ら

海
兵
隊
の
撤
退
を
求
め
る
県

民
大
会
」
（主
催

・
辺
野
古
新

基
地
を
造
ら
せ
な
い
オ
ー
ル

沖
縄
会
議
）
が
19

日
那
覇
市

で
開
か
れ
、
６
万
５
千
人
が

集
ま
り
ま
し
た
。
採
択
さ
れ

た
大
会
決
議
は
、
繰
り
返
さ

れ
る
米
軍
関
係
の
犯
罪
や
事

故
に
対
す
る
県
民
の
怒
り
と

悲
し
み
は
限
界
を
超
え
て
い

る
と
指
摘
。
日
米
両
政
府
が

事
故

の
た
び
に
繰
り
返
す

「綱
紀
粛
正
」
「
再
発
防
止
」

に
は
実
効
性
が
な
い
と
し
、

県
民
の
人
権
と
命
を
守
る
た

数々の「政治とかね」

をめぐる疑惑で不信任

をつきつけられ、舛添

東京都知事が辞任しま

した。日本共産党都議

団は、独自調査で公金

の私的流用の実態を告

発し、議会で疑惑の全

容を明らかにし、辞任

を要求。他会派もこれ

に続き、辞任を求める

世論が日増しに大きく

広がる中、与党の自公

もこれを拒否できませ

んでした。日本共産党

は全容解明のため「百

条委員会」の設置を求

めましたが、議会はこ

れを否決しました。引

き続き全容解明に力を

尽くします．猪瀬前都

知事と２代にわたり、

「政治と金」の疑惑で

知事が辞任、こうした

知事を応援してきた与

党の自民・公明の責任

は重大です。 

こんな事態を繰り返

させないため、都民本

位の清潔な都政実現へ

むけ日本共産党は、み

なさんと力を合わせま

す。都知事選は、７月

１４日告示７月３１日

投票と決まりました。 

 

取手駅東口構内バリアフリー化 

バリアフリー３ルート案で検討    

 取手駅東口構内バリアフリー化につい

て、市は、今年３月の党議員団の問いに

「夏ごろには、ＪＲの調査設計結果によ

り計画を策定し、１２月議会には関係す

る補正予算を計上したい」としていまし

た。6 月 6 日、党市議団は鉄道施設のバ

リアフリー化を所管する国土交通省にお

もむき、紙智子参院議員とともに、ＪＲ

への指導強化を要請。その内容を示しな

がら加増市議は市とＪＲの取り組みにつ

いて、その後の経過を質しました。 

国交省の説明では、①東口改札内から

千代田線ホームにエレベーターを設置、

及び千代田線ホーム北側に西口改札に続

く通路にエレベーター設置。②東口改札

内千代田線への階段付近から３・４と

５・６番線それぞれのホームまで高架通

路でつなぎエレベーターを設置。③現在

の３・４と５・６番線ホームへの階段付

近にエレベーター設置の３ルートの案で

検討している」としています。 

 

安全で利便性高いルートに      

加増市議は、①案の、「ラッシュ時だけ

運行の千代田線ホームを通り常磐線ホー

ムへのルート案の利用価値は極めて低

い。安上がり優先で、バリアフリーには

程遠い計画」と批判。利便性の高いバリ

アフリー化の早期実現を求めました。市

は「安上がりではなく、駅の構造上の問

題、費用対効果を十分に検討、ＪＲとさ

らに協議を進める」と答えました。 
 

自民改憲案「緊急事態条項」・ 

東海第２原発で市長を質す 
 

 関戸勇市議は、取手市防災計画の質問

の中で、自民党が大規模災害対応の名目

で改憲案の中に「緊急事態条項」を含ん

でいることについて、「憲法に災害時の緊

急事態条項が必要と考えるか」と自治体

の長としての市長の所見を質しました。

副市長は「基礎自治体としての役割は市

民をまもること」「改憲派も護憲派も解り

易い説明を」などと的外れ答弁。アンケ

ートでの東北３県自治体首長の「災害救

助法などで対応できる、憲法に「緊急事

態条項はむしろ障害になる」とは大違い

です。 

再稼働ありきの広域避難計画 廃炉求めよ 

東海村発行の原発事故に対応する「広

域避難計画」が、村議会で議論になって

います。それには県内各地の自治体の避

難者受け入れ人数が示され、取手市受け

入人数は、２４０００人と記載。すでに

廃校となった小中学校も避難所に挙げら

れています。「東海原発事故が起きたとき

取手市の避難所は市民の避難対応だけで

も大変。示された避難計画は荒唐無稽。

東海第２原発の廃炉を求めよ」と市長に

要求。 

市長はこの質問に対して、答弁に立つ

ことはありませんでした。 

2014 年都知事選で舛添氏を応援する安倍首相、山口公明代表 


